
砂防出前講座(R2.6.19) 東広島市立 河内小学校 広島県

◎ 今まで家族と災害が起きた時の事を話したりする事が

なかったので、いざというときのために家族で準備をしたい。

◎ お家に帰ったら一番に今日の講義の内容を話したい。

◎ 家に帰ってハザードマップを見てみようと思う。

◎ 土砂災害について，もっと深く知りたい。

【知る】土砂災害啓発パネルによる学習

【学ぶ】がけ崩れ模型による実験

【知る】過去の土砂災害を知る

【学ぶ】土石流模型による実験

児童さんの感想

東広島市
ハザードマップ

講座の実施概要
(1) 実施日及び時間

令和2年6月19日（金）

低学年 10：40 ～ 11：25 （第３校時）

高学年 11：30 ～ 12：15 （第４校時）

(2) 対象者

東広島市立河内小学校

全校生徒64人 + 教員

(3) 説明者

・西部建設事務所東広島支所 工務第一課

(4) 内容
・土砂災害及び避難行動に関する講義

（県内の過去の災害，河内町での平成30年災害の様子）
・模型実験（土石流，がけ崩れ）

・土砂災害啓発パネル説明

平成30年7月豪雨災害の記録（河内町中河内）

被災状況 対策工事状況

注）新型コロナウイルス感染拡大防止のため学校と連携し，体育館を活用し，且つ講義を2回に分けることで三密を避けて実施しました。

今後，学校へ設置予定
の看板の例を紹介

避難行動・
避難グッズの確認


